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１
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
予

算
編
成
に
つ
い
て 

① 
歳
入
予
想
に
つ
い
て 

ア 

市
税
収
入
に
つ
い
て 

問 

平
成
29
年
度
の
市
税
収
入

の
見
積
も
り
は
い
か
が
か
。 

答 

前
年
度
程
度
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。 

イ 

譲
与
税
、
交
付
金
、
地
方

交
付
税
に
つ
い
て 

問 

譲
与
税
、
交
付
金
、
地
方

交
付
税
な
ど
の
歳
入
は
い

か
が
か 

答 

譲
与
税
は
微
増
、
交
付
金

は
や
や
増
額
、
地
方
交
付

税
は
若
干
の
減
額
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。 

② 

歳
出
方
針
に
つ
い
て 

ア 

公
債
費
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ

い
て 

問 

借
り
入
れ
と
返
済
の
バ
ラ

ン
ス
は
い
か
が
か
。 

答 

市
債
残
高
は
平
成
25
年
度

か
ら
３
年
間
で
14
億
６
千

８
０
０
万
円
減
少
し
ま
し

た
。 

問 

市
は
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
研
究
を
し
て
い
る

が
、
資
金
繰
り
は
ど
う
か
。 

答 

公
共
施
設
の
耐
震
化
、
長

寿
命
化
が
課
題
で
、
必
要

な
事
業
は
市
債
の
活
用
を

図
り
ま
す
。 

イ 

基
金
積
立
て
に
つ
い
て 

問 
財
政
調
整
基
金
、
教
育
施

設
整
備
事
業
基
金
な
ど
基

金
の
積
み
立
て
は
ど
う
か
。 

答 

財
政
調
整
基
金
は
少
な
く

と
も
20
億
円
を
確
保
し
た

い
と
考
え
ま
す
。
教
育
施

設
整
備
事
業
基
金
は
例
年

３
億
円
の
積
み
立
て
を
し

て
い
ま
す
。 

ウ 

実
施
事
業
に
つ
い
て 

問 

平
成
29
年
度
で
大
き
な
支

出
案
件
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
。 

答 

竹
島
ベ
イ
パ
ー
ク
駐
車
場

舗
装
、
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

陸
上
競
技
場
４
種
公
認
工

事
、
市
民
会
館
施
設
改
修
、

セ
ー
リ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。  

問 

昨
年
度
の
決
算
で
、
歳
入

歳
出
の
差
引
残
額
は
ど
の

よ
う
か
。 

答 

残
額
は
21
億
１
千
万
円
の

黒
字
で
す
。 

問 

多
額
の
残
額
だ
が
、
こ
れ

を
歳
入
総
額
の
５
％
ま
で

圧
縮
し
、
一
般
事
業
と
し

て
市
民
に
再
分
配
で
き
な

い
か
。 

答 

残
額
が
や
や
高
い
こ
と
は

認
識
し
て
い
ま
す
。
必
要

な
事
業
費
を
で
き
る
だ
け

確
保
で
き
る
よ
う
、
予
算

編
成
に
努
め
ま
す
。 

③ 

東
三
河
広
域
連
合
へ
の
支
出

に
つ
い
て 

ア 

事
業
の
種
類
に
つ
い
て 

問 

来
年
度
、
事
業
の
増
加
は

あ
る
か
。 

答 

新
た
な
事
務
が
増
え
る
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

問 

東
三
河
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
は
詰

め
て
い
る
の
か
。 

答 

平
成
29
年
２
月
末
に
策
定

完
了
予
定
で
す
。
実
施
事

公園グラウンド陸上競技場 
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業
に
つ
い
て
は
慎
重
に
議

論
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

イ 
組
織
の
規
模
に
つ
い
て 

問 

部
署
、
人
員
の
推
移
と
今

後
の
予
定
は
い
か
が
か
。 

答 

現
在
、
蒲
郡
市
は
３
名
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。
介
護

保
険
事
務
が
東
三
広
域
連

合
に
統
合
さ
れ
れ
ば
、
職

員
の
増
員
が
想
定
さ
れ
ま

す
。 

ウ 

支
出
金
額
に
つ
い
て 

問 

支
出
金
額
の
推
移
と
今
後

考
え
ら
れ
る
規
模
を
伺
う
。 

答 

平
成
27
年
度
は
１
千
８
百

万
円
、
平
成
28
年
度
は
６

千
７
百
万
円
、
平
成
29
年

度
は
介
護
保
険
事
務
の
移

行
期
に
な
り
ま
す
の
で
約

１
億
円
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。 

エ 

定
期
評
価
に
つ
い
て 

問 

東
三
広
域
連
合
そ
の
も
の

の
定
期
評
価
が
必
要
と
思

う
が
、
い
か
が
か
。 

答 

本
市
と
し
ま
し
て
は
検
証

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

東
三
広
域
連
合
に
も
働
き

か
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

●
蒲
郡
教
育
の
歴
史 

①
学
校
数
、
児
童
生
徒
数
の
推 

 

移 

 
明
治
の
学
制
発
布
に
よ
り
蒲

南
小
、
蒲
東
小
、
蒲
西
小
、
三

谷
小
、
大
塚
小
、
形
原
小
、
西

浦
小
の
７
校
が
創
立
さ
れ
ま
し

た
。 明

治
25
年
の
小
学
校
令
改
正

に
よ
り
蒲
北
小
、
塩
津
小
が
創

立
さ
れ
、
９
校
と
も
地
域
が
創

立
や
運
営
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。 

戦
後
、
昭
和
22
年
に
教
育
基

本
法
が
成
立
し
、
六
・
三
制
義

務
教
育
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
っ
て
西
浦
中
、
形

原
中
、
塩
津
中
、
蒲
郡
中
、
三

谷
中
、
大
塚
中
が
開
校
し
、
先

の
小
学
校
９
校
と
合
わ
せ
児
童

生
徒
１
万
59
名
、
１
９
６
学
級

で
開
始
し
ま
し
た
。 

 

高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
児

童
生
徒
数
も
増
加
し
、
昭
和
42

年
に
形
原
北
小
学
校
、
昭
和
44

年
に
中
央
小
学
校
、
昭
和
48
年

に
三
谷
東
小
学
校
、
昭
和
49
年

に
竹
島
小
学
校
が
開
校
し
、
過

大
校
の
解
消
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
54
年
に
は
小
学
校
の
児

童
数
が
９
千
２
４
９
名
と
な
り

戦
後
最
大
数
と
な
り
ま
し
た
。 

蒲
郡
中
学
校
は
昭
和
52
年
に

１
千
７
４
１
名
、
42
学
級
の
大

規
模
校
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和

53
年
に
中
部
中
学
校
が
開
校
し

蒲
郡
中
は
分
割
さ
れ
ま
し
た
。 

中
学
校
の
生
徒
数
は
昭
和
61

年
に
４
千
６
０
１
名
の
戦
後
最

大
数
と
な
り
ま
し
た
。 

平
成
に
入
り
児
童
生
徒
数
の

減
少
は
続
き
、
現
在
、
小
学
校

は
13
校
で
４
千
１
６
７
名
、
１

９
９
学
級
、
中
学
校
は
７
校
、

２
千
１
３
２
名
、
84
学
級
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

②
教
育
内
容
の
変
遷 

 

昭
和
30
年
代
か
ら
40

年
代

の
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る

学
校
教
育
は
「
基
礎
学
力
の
充

形原中学校 
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実
」
「
科
学
技
術
教
育
の
向
上
」

「
系
統
的
な
学
習
の
重
視
」
と

い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
学
力

の
向
上
に
主
眼
を
置
い
て
い
ま

し
た
。 

 

 

こ
の
時
期
は
児
童
生
徒
数
の

増
加
も
あ
い
ま
っ
て
、
蒲
郡
市

に
お
い
て
も
「
学
力
向
上
を
は

か
る
に
は
」「
学
力
向
上
を
め
ざ

す
方
策
」
を
現
職
研
修
主
題
に

掲
げ
、
一
斉
集
団
指
導
の
中
で

学
力
の
向
上
を
目
指
す
取
り
組

み
が
中
心
で
し
た
。 

 

昭
和
50
年
代
に
入
る
と
「
自

ら
学
ぶ
力
を
育
て
る
」
と
い
っ

た
方
向
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
き

ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
学
校
の
荒

れ
」
が
顕
在
化
し
て
き
た
の
も

こ
の
こ
ろ
で
す
。 

 

平
成
に
入
る
と
「
生
活
科
」

や
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

が
創
設
さ
れ
、
学
校
週
五
日
制

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
児
童
生

徒
数
が
減
少
に
転
じ
る
中
で
、

様
々
な
個
別
ニ
ー
ズ
や
社
会
の

要
請
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
に
な
り
、
新
た
に
立
ち
向
か

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
育
問

題
も
生
じ
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
課
題
は
「
い
じ
め
や
不

登
校
」「
発
達
障
害
や
特
別
支
援

教
育
」
「
外
国
語
教
育
」
「
外
国

人
児
童
生
徒
教
育
」「
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
」「
虐
待
等
家
庭
的

問
題
へ
の
対
応
」「
環
境
教
育
や

防
災
教
育
」
な
ど
で
す
。 

各
学
校
は
よ
り
丁
寧
で
個
別

的
な
対
応
を
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
教
員
の
多
忙
化
も
顕

著
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
16
年
か
ら
二
学
期
制
が

導
入
さ
れ
、
長
期
休
業
の
期
間

を
見
据
え
た
学
習
を
展
開
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
子
ど
も
が
じ
っ
く
り
と

課
題
に
取
り
組
ん
だ
り
、
自
主

的
な
探
究
活
動
を
計
画
し
た
り

す
る
こ
と
を
促
し
ま
し
た
。 

平
成
25
年
度
か
ら
は
、
全
小

中
学
校
の
35
人
学
級
を
実
現
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
特
別
支
援

教
育
補
助
員
の
設
置
、
理
科
教

育
指
導
主
事
の
設
置
、
日
本
語

指
導
の
手
引
き
整
備
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
の
手
引
き
整
備
、

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
の
策
定

な
ど
、
課
題
に
対
応
し
て
き
ま

し
た
。 

し
か
し
、
教
育
が
知
、
徳
、

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
人
間

の
育
成
、
人
格
の
形
成
を
目
指

す
中
で
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
が
社
会
人
と
し
て
自
立
し
、

周
り
の
人
と
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
、
よ
り
良
い
自
分
の
人
生
や

社
会
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く

姿
勢
は
昔
か
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

一
方
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

情
報
化
の
進
展
に
対
応
で
き
る

資
質
・
能
力
も
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 

③
こ
れ
か
ら
の
蒲
郡
教
育 

（
教
育
長
見
解
） 

 

め
ざ
ま
し
い
技
術
革
新
や
社

会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
、

将
来
の
予
測
が
難
し
い
時
代
を

迎
え
て
い
ま
す
。
蒲
郡
の
子
ど

も
た
ち
が
生
活
に
希
望
を
も
っ

て
、
夢
や
志
の
実
現
に
向
け
、

塩津小学校 
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自
分
の
可
能
性
を
伸
ば
し
、
よ

り
良
い
社
会
と
幸
福
な
人
生
を

自
ら
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
を

強
く
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
願
い
の
実
現
の
た
め
に
、

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
「
人
」

「
も
の
」「
こ
と
」
は
い
か
に
あ

る
べ
き
か
、
学
校
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
現
場
で
問
い
続
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
地
域
の
特

性
や
実
情
に
合
わ
せ
て
、
子
ど

も
や
地
域
に
と
っ
て
魅
力
的
で
、

特
色
あ
る
学
校
と
な
る
よ
う
に

環
境
整
備
や
学
校
へ
の
支
援
を

続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

蒲
西
小
の
学
習
指
導
会
で
は

先
生
方
が
地
域
に
飛
び
出
し
、

教
材
と
な
る
人
、
モ
ノ
、
こ
と

を
教
材
化
し
て
い
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
自
分
の
思
い
や
考

え
を
、
友
達
や
先
生
、
地
域
の

人
た
ち
と
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

ま
さ
に
蒲
西
小
が
掲
げ
た
「
心

豊
か
に
学
び
あ
う
姿
」
が
み
て

と
れ
、
地
域
の
方
々
に
支
え
ら

れ
、
愛
さ
れ
て
い
る
「
地
域
の

中
に
あ
る
学
校
」
を
強
く
意
識

で
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
の
蒲
郡
教
育
は
、

地
域
の
中
に
学
校
を
位
置
づ
け
、

地
域
と
共
に
対
話
し
協
働
し
て

つ
く
る
、
地
域
を
創
造
す
る
こ

と
で
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
こ
れ

が
蒲
郡
の
目
指
す
教
育
課
程
だ

と
思
い
ま
す
。 

④
そ
の
他
の
社
会
教
育
施
設 

 

昭
和
38
年
に
市
役
所
内
に
青

少
年
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。 

市
民
体
育
館
は
緑
町
に
市
民

の
健
康
づ
く
り
の
基
盤
と
し
て

昭
和
43
年
２
月
に
竣
工
さ
れ
ま

し
た
。 

昭
和
44
年
、
明
治
１
０
０
年

を
記
念
し
て
図
書
館
が
宮
成
町

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
今
の
蒲
郡
郵
便
局
の
位

置
に
中
央
公
民
館
が
あ
り
、
そ

の
図
書
室
が
利
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

昭
和
45
年
に
は
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
同
年
、
三
谷
町
に
若
者

た
ち
の
余
暇
活
動
の
拠
点
と
し

て
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
が
開
館

し
ま
し
た
。
そ
の
東
側
に
市
民

プ
ー
ル
も
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
こ
の
二
施
設
は
老
朽
化
も

あ
り
、
今
は
そ
の
社
会
的
役
目

を
終
え
て
い
ま
す
。 

市
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業

と
し
て
昭
和
48
年
に
市
民
会
館

が
栄
町
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。 


